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●多言語化・おもてなしなどインバウンド対応
●障がい者・高齢者用サイン表示や
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お申し込み 
事前 

打ち合わせ 
日程調整 

専門家手配 
専門家による 
支援の実施 

支援のながれ 

専門家の派遣は１年度に原則として１０回まで可能です。 

派遣費用

WＥＢ にて 

ご案内 

令和７年度 商店街ステップアップ応援事業 

商店街の活性化 
サポートします！

商 店 街 ニ ュ ー ス２０２５年（令和７年）�月５日 第１２１５号 （２）

感謝を述べる島﨑代表理事

式典には近隣の商店街関係者も駆け付けた

　世田谷を代表する伝統行事であるボロ市は、戦国

時代の１５７８（天正６）年、当時関東地方を支配し

うじまさ

ていた小田原城主・北条氏政が開いた楽市を起源と

する。毎年�月�・�日と翌年１月�・�日の計４

日間、固定日程で開催される。

　名前の由来は、江戸時代に農家の作業着の繕いや

わらじ用の「ボロ」の取引が盛んに行われていたこ

とにちなむ。現在では、約７００軒の露店が並び、

骨董類・洋品・植木から玩具・日用雑貨・食料品ま

で販売品も多彩だ。一日あたり�万人を超える人出

でにぎわい、冬の世田谷を彩る風物詩として親しま

れている。都の無形民俗文化財にも指定されている。

　

世

田

谷

区

の

ボ

ロ

市

通

り

桜

栄

会

商

店

街

振

興

組

合

（

島

﨑

一

夫

代

表

理

事

）

は

�

月

７

日

、

Ｊ

Ｒ

Ａ

馬

事

公

苑

内

の

ｒ

ｉ

ｎ

ａ

ｔ

ｏ

　

ｋ

ｉ

ｔ

ｃ

ｈ

ｅ

ｎ

で

１

０

０

周

年

祝

賀

会

を

開

催

し

た

。

式

典

に

は

組

合

員

や

関

係

者

約

�

人

が

出

席

し

、

節

目

の

年

を

祝

っ

た

。

　

冒

頭

で

あ

い

さ

つ

に

立

っ

た

島

﨑

代

表

理

事

は

、

１

９

２

５

（

大

正

�

）

年

の

商

業

組

織

の

設

立

か

ら

今

日

ま

で

を

振

り

返

り

、

「

戦

争

や

経

済

の

変

動

な

ど

幾

多

の

困

難

を

乗

り

越

え

ら

れ

た

の

は

、

ひ

と

え

に

組

合

員

の

皆

さ

ん

と

地

域

の

方

々

の

温

か

い

ご

支

援

の

た

ま

も

の

で

す

」

と

感

謝

の

言

葉

を

述

べ

た

。

そ

の

上

で

、

「

地

域

に

根

ざ

し

た

商

店

街

の

意

義

を

見

つ

め

な

お

し

、

こ

の

と

も

し

び

を

次

の

世

代

へ

つ

な

い

で

い

く

責

任

を

感

じ

て

い

ま

す

。

時

代

の

変

化

に

柔

軟

に

対

応

し

な

が

ら

、

地

域

の

皆

さ

ま

に

愛

さ

れ

る

商

店

街

づ

く

り

を

目

指

し

て

ま

い

り

ま

す

」

と

今

後

の

抱

負

を

語

っ

た

。

　

会

場

で

は

、

商

店

街

の

長

き

に

渡

る

歴

史

を

ま

と

め

た

動

画

「

１

０

０

年

の

あ

ゆ

み

」

の

上

映

や

、

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

な

ど

が

催

さ

れ

、

終

始

和

や

か

な

雰

囲

気

に

包

ま

れ

た

。

　

東

京

都

が

�

月

�

日

に

、

都

心

部

な

ど

を

走

る

都

営

地

下

鉄

大

江

戸

線

の

延

伸

計

画

を

公

表

し

た

。

　

延

伸

部

分

は

現

在

の

終

点

・

光

が

丘

駅

（

練

馬

区

）

か

ら

北

西

方

向

に

向

け

て

の

約

４

㌔

㍍

。

新

た

な

駅

も

誕

生

す

る

予

定

で

、

い

ず

れ

も

仮

称

だ

が

「

土

支

田

」

「

大

泉

町

」

「

大

泉

学

園

町

」

の

３

駅

と

な

っ

て

い

る

。

　

大

江

戸

線

の

延

伸

に

つ

い

て

は

、

全

線

開

業

当

時

よ

り

光

が

丘

～

東

所

沢

（

埼

玉

県

）

ま

で

延

び

る

構

想

が

あ

っ

た

こ

と

に

加

え

、

練

馬

区

の

北

西

部

が

〝

鉄

道

空

白

地

域

〟

で

も

あ

り

、

国

土

交

通

省

の

審

議

会

答

申

で

も

事

業

化

を

検

討

す

べ

き

路

線

と

位

置

付

け

ら

れ

て

も

い

た

。

　

ま

た

、

２

０

２

２

年

に

は

、

練

馬

区

商

店

街

連

合

会

（

江

村

健

二

会

長

）

も

名

を

連

ね

る

「

大

江

戸

線

延

伸

推

進

会

議

」

が

、

延

伸

事

業

へ

の

早

急

な

着

手

を

求

め

る

要

望

書

を

都

に

提

出

し

て

い

た

。

　

今

回

、

長

年

の

悲

願

が

達

成

さ

れ

る

か

た

ち

と

な

っ

た

こ

と

に

対

し

、

要

望

書

を

提

出

し

た

当

時

の

区

商

連

会

長

だ

っ

た

小

川

善

昭

さ

ん

は

「

大

変

う

れ

し

い

。

こ

こ

数

年

は

延

伸

へ

の

期

待

か

ら

若

い

フ

ァ

ミ

リ

ー

層

も

増

え

、

地

域

に

活

力

が

戻

っ

て

い

る

よ

う

に

感

じ

て

い

た

」

と

コ

メ

ン

ト

。

さ

ら

に

、

練

馬

区

を

は

じ

め

と

す

る

関

係

者

の

尽

力

に

感

謝

す

る

と

と

と

も

に

「

周

辺

商

店

街

の

発

展

の

た

め

に

も

一

日

も

早

い

延

伸

開

通

を

願

っ

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

　

新

駅

予

定

地

エ

リ

ア

周

辺

に

は

、

た

と

え

ば

「

土

支

田

」

駅

で

は

高

松

町

造

商

店

会

・

土

支

田

地

蔵

通

り

商

店

会

・

共

栄

商

店

会

、

「

大

泉

町

」

駅

と

「

大

泉

学

園

町

」

駅

で

は

北

大

泉

商

栄

会

、

大

泉

学

園

町

商

店

会

が

あ

る

。

　

江

戸

時

代

か

ら

日

光

街

道

な

ど

の

宿

場

町

と

し

て

栄

え

、

今

年

開

宿

４

０

０

年

を

迎

え

た

足

立

区

千

住

に

「

千

住

宿

商

店

街

」

が

誕

生

し

た

。

　

北

千

住

駅

西

口

エ

リ

ア

の

４

商

店

街

▽

千

住

本

町

（

振

）

▽

北

千

住

サ

ン

ロ

ー

ド

（

振

）

▽

サ

ン

ロ

ー

ド

商

店

街

▽

サ

ン

ロ

ー

ド

宿

場

通

り

商

店

街

―

が

連

携

し

、

名

称

を

統

一

し

た

。

各

商

店

街

は

独

自

の

特

色

を

持

ち

、

組

織

と

し

て

は

存

続

す

る

が

、

対

外

的

な

発

信

は

「

千

住

宿

商

店

街

」

に

一

本

化

す

る

。

　

ま

た

、

４

商

店

街

の

通

り

を

合

わ

せ

た

全

長

が

「

日

本

一

長

い

宿

場

町

商

店

街

」

と

位

置

付

け

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

こ

の

強

み

を

ブ

ラ

ン

ド

化

し

、

「

観

光

資

源

と

生

活

商

店

街

を

融

合

さ

せ

た

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

モ

デ

ル

」

と

し

て

訴

求

し

て

い

く

。

　

今

後

は

、

「

北

千

住

と

い

え

ば

千

住

宿

商

店

街

」

と

し

て

認

知

さ

れ

る

こ

と

を

目

指

し

、

観

光

客

や

若

い

世

代

へ

の

Ｐ

Ｒ

を

強

化

す

る

。

さ

ら

に

首

都

圏

、

海

外

か

ら

の

観

光

客

へ

と

段

階

的

に

情

報

発

信

を

広

げ

て

い

く

こ

と

も

計

画

し

て

い

る

と

い

う

。

　

「

令

和

７

年

度

中

小

小

売

商

業

活

性

化

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

の

第

一

部

で

は

、

江

戸

東

京

歴

史

文

化

の

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

の

第

一

人

者

で

あ

り

建

築

史

家

の

陣

内

秀

信

氏

が

、

「

都

市

を

読

む

～

東

京

の

商

店

街

・

魅

力

の

再

発

見

～

」

と

題

し

た

基

調

講

演

を

行

っ

た

（

写

真

）

。

　

陣

内

氏

は

、

比

較

都

市

学

に

基

づ

き

、

「

東

京

の

商

店

街

の

多

様

性

は

世

界

で

随

一

」

で

あ

る

と

述

べ

、

そ

の

魅

力

と

未

来

へ

の

可

能

性

を

強

調

し

た

。

　

ま

ず

挙

げ

た

の

は

、

現

代

の

商

店

街

の

ル

ー

ツ

が

、

江

戸

時

代

の

「

町

屋

」

の

構

造

に

あ

る

と

い

う

点

だ

。

欧

州

な

ど

の

海

外

都

市

で

は

住

ま

い

と

商

売

の

場

が

分

離

し

た

の

に

対

し

、

日

本

は

経

済

活

動

と

家

族

の

生

活

が

一

つ

に

な

っ

て

い

る

。

こ

の

形

が

顔

の

見

え

る

関

係

を

生

み

、

商

店

街

を

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

の

核

と

し

て

存

続

さ

せ

て

き

た

と

解

説

し

た

。

ま

た

、

商

店

街

の

通

り

は

、

誰

も

が

集

え

る

日

本

的

な

広

場

と

し

て

機

能

し

、

路

地

や

脇

道

ま

で

活

気

に

満

ち

、

多

様

性

に

あ

ふ

れ

て

い

る

こ

と

も

魅

力

だ

と

論

じ

た

。

　

講

演

で

は

、

活

性

化

の

ヒ

ン

ト

と

し

て

、

地

元

・

杉

並

区

の

阿

佐

谷

商

店

街

振

興

組

合

の

事

例

を

示

し

た

。

「

七

夕

ま

つ

り

」

の

伝

統

継

承

と

、

「

阿

佐

谷

ジ

ャ

ズ

ス

ト

リ

ー

ト

」

と

い

っ

た

新

し

い

試

み

の

両

立

が

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

の

強

さ

に

つ

な

が

っ

て

い

る

と

指

摘

し

た

。

　

陣

内

氏

は

最

後

に

、

パ

リ

で

注

目

さ

れ

る

�

分

都

市

（

徒

歩

�

分

圏

内

に

生

活

機

能

が

集

ま

る

都

市

計

画

）

に

触

れ

、

日

本

の

商

店

街

は

そ

れ

を

古

く

か

ら

実

現

し

て

き

た

と

説

明

。

そ

の

価

値

が

今

、

世

界

的

に

見

直

さ

れ

て

い

る

と

述

べ

た

。

そ

の

上

で

、

東

京

の

各

商

店

街

は

資

産

や

歴

史

を

見

つ

め

直

し

、

ア

ー

ト

な

ど

異

分

野

と

の

連

携

や

リ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

っ

て

、

独

自

の

個

性

を

さ

ら

に

磨

い

て

ほ

し

い

と

締

め

く

く

っ

た

。

　

東

京

消

防

庁

が

、

飲

食

店

に

お

け

る

火

災

に

注

意

を

呼

び

か

け

て

い

る

。

　

同

庁

の

管

内

で

４

～

９

月

に

起

き

た

火

災

事

例

と

し

て

、

厨

房

や

厨

房

機

器

の

清

掃

不

良

が

原

因

と

な

っ

た

も

の

や

、

調

理

中

に

火

元

か

ら

離

れ

た

こ

と

に

よ

る

も

の

が

複

数

発

生

し

て

い

る

と

報

告

し

た

。

　

具

体

的

に

は

、

清

掃

不

良

の

ガ

ス

オ

ー

ブ

ン

を

使

用

し

た

際

、

排

気

口

に

堆

積

し

た

油

か

す

が

加

熱

さ

れ

て

出

火

し

た

事

例

や

、

高

温

の

揚

げ

か

す

を

放

置

し

た

こ

と

で

余

熱

に

よ

り

発

火

点

に

達

し

、

出

火

に

至

っ

た

事

例

が

確

認

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

調

理

中

の

不

注

意

に

よ

る

火

災

と

し

て

、

大

型

ガ

ス

こ

ん

ろ

に

か

け

た

調

理

中

の

ス

ー

プ

を

放

置

し

た

た

め

、

食

材

が

炭

化

し

出

火

し

た

事

例

や

調

理

中

に

こ

ん

ろ

か

ら

離

れ

た

と

こ

ろ

、

脇

に

置

か

れ

た

段

ボ

ー

ル

が

落

下

し

、

出

火

し

た

事

例

な

ど

も

報

告

さ

れ

て

い

る

。

　

過

去

に

は

、

ガ

ス

フ

ラ

イ

ヤ

ー

の

清

掃

不

良

に

よ

り

機

器

内

部

の

パ

イ

プ

が

破

損

し

、

漏

れ

出

し

た

油

が

バ

ー

ナ

ー

部

分

の

火

で

着

火

し

て

出

火

し

た

ケ

ー

ス

も

あ

っ

た

。

　

東

京

消

防

庁

で

は

同

様

の

火

災

を

防

ぐ

た

め

、

ガ

ス

機

器

の

清

掃

や

点

検

を

こ

ま

め

に

実

施

す

る

こ

と

が

必

要

と

訴

え

て

い

る

。

ま

た

、

ガ

ス

機

器

周

辺

に

可

燃

物

を

置

か

な

い

よ

う

整

理

整

頓

に

努

め

る

こ

と

も

重

要

と

し

て

い

る

。


